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提 言
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北部３村地域の特色

●広大面積
（34,000ha、東京都奥多摩町、

 
檜原村と同面積）
●過疎地域（一部辺地）
●人口規模
（11,259人、4,781世帯）

●少子・高齢化
●情報通信インフラ整備
の遅れ

●（地上テレビの難視聴
地域の点在）

社会的背景

●北部３村地域における
デジタルディバイドの
顕在化

●電子自治体の構築

●ブロード

 

バンド環境
の急速な進展

●（地上デジタル放送へ
の対応）

情報通信インフラ整備の要件情報通信インフラ整備の要件

ブロードバンド

 

インフラの比較

●インフラの特徴並びに比較
(敷設難易度、伝送容量、コスト、技術動向)

・光ケーブル
・ＸＤＳＬ
・無線アクセス
・同軸ケーブル

北部地域の情報化の現状と
ニーズの把握

●ブロードバンドインフラの整備状況
・

 

インフラの整備状況
・

 

サービスの提供状況
・

 

地理的普及状況
●住民、行政、事業者、公共機関等
の情報化ニーズの調査

地域情報化の課題

●既存の情報通信インフラとの連携
●情報通信インフラを活用したアプ
リケーションの開発/利活用の推進

●財政の確保
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◎第1回会議（平成19年8月7日）

・Kick-off Meeting
・調査研究会の目的及びスケジュール

・アンケート実施方法の説明

◎第２回会議（平成19年10月中旬）

・アンケート結果を踏まえた各者方法案の提案

◎第３回会議（平成19年12月）

・提案内容の整理・取りまとめ

・結果報告

・調査・研究・結果報告書の評価・公表
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■基本スケジュール

◎条件不利地域である国頭村、大宜味村、東村（以

 
下、「北部３村」という。）に対し、ブロードバンドネット

 
ワークのインフラ及びブロードバンドサービスの早期

 
整備・実現に向け、当該調査・研究部会で現状を踏

 
まえ、最も現実的で実現性の高い方法・方式を検討

 
し、提案するものである。
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まえ、最も現実的で実現性の高い方法・方式を検討

 
し、提案するものである。

■調査・研究の目的

●背景

◎現状、北部３村では、地理的、地域的な背景及び

 
インフラサービス提供者とユーザーニーズ（需要性）

 
の関係（バランス）から全国地域に対し、インフラ条

 
件が整っていない環境にある。

◎「u-Japan政策」（平成16年12月）における2010年

 
（平成22年）世界最先端のICT国家をめざし、「いつ

 
でも、どこでも、何でも、誰でも」ネットワークにつな

 
がるユビキタスネット社会の実現。

◎北部（３村）地域の通信サービス提供事情の

現状調査

◎村民ニーズ、意識調査

（現状への不満、利用用途、要求度合）

◎ネットワークを利用した行政サービスの内容

◎早期実現可能なインフラ整備方法

（政府支援策の活用、サービス事業者の事業整備）

◎インフラの継続的な運営・運用方法

（サービス提供による収益と保守・運用に係る経費

バランス）

◎行政サービスとしてブロードバンド利活用方法
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■調査・研究概要

 

（コンセプト／実施内容・特徴等）

◎調査方法・内容

北部３村の村民の意識・ニーズ調査

（アンケート実施）

◎結果整理・検討・研究

（提案）

◎具体的実施策案の作成

■調査・研究の実施体制

◎3村役場からのアンケート配布及び回収支援

◎各メンバーから情報提供及び具体策の提案提出

◎必要に応じた分科会の設置（メール、集会等）

◎3村役場からのアンケート配布及び回収支援

◎各メンバーから情報提供及び具体策の提案提出

◎必要に応じた分科会の設置（メール、集会等）

■要望事項（事務局からの依頼事項）

アンケート調査アンケート調査

民間企業民間企業
地方公共団体地方公共団体

学識経験者学識経験者

イ
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フ
ラ
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備
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向
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た
方
策

イ
ン
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備
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向
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■提言のための補強調査

調査研究会

地域住民地域住民

総務省沖縄総合通信事務所総務省沖縄総合通信事務所



■件名：条件不利地域におけるブロードバンド促進のための調査研究会のスケジュール

項目 作業計画 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31 １～6 7～12 13～18 19～24 25～31

1 調査・研究会開催日程 会議開催 　 10/中旬（第2回予定） 12月初旬～中旬（第3回予定）

2 分科会（構成メンバー） アンケート（案）依頼

アンケート（案）作成

各委員提案の作成

実態の把握・解決案の検討

意見交換

3 アンケート調査 アンケート作成

アンケート配布

アンケート回収

アンケート集計・整理

4 資料収集・調査・整理 現状調査（実態調査）

技術調査・検討

３村要望収集･整理

提案内容整理・まとめ

5 報告書作成 中間報告書（案）作成
中間報告書（案）レビュー
中間報告書（案）意見招請

最終報告書（案）作成

最終報告書（案）修正

6 報告書の編集・印刷

7 調査・研究会閉会
8 その他

線種・点種 説明
黒実線（矢印）
黒破線（矢印）
青破線（矢印）

◆ 開始点・接点

12月 1月

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

項目 8月 9月 10月 11月

内容
作業日程
適宜・継続作業

作業開始・イベント
調整・連携

場所：那覇市（沖縄ポートホテル）

場所：名護市内（予定） 場所：那覇市内（予定）

アンケート作成依頼

（事務局：T&C）

◆
各委員へ依頼
（8月中旬ごろ伊集） ◆各委員の承諾

アンケート作成（事務局：T&C）

◆アンケート配布依頼（事務局：T&C）

村民へ配布実施（３村）
（アンケート回収期間：10日間程度）

　8/7（第1回会儀）

◆　アンケート回収（３村）

◆　報告書（案）中間レビュー作成

◆アンケート結果の報告

（アンケート結果を踏まえ
提案の作成）

（提案作成）

（提案結果中間報告及び中間報告書のレビュー）

（３村のインフラ整備方策及び村民ニーズの実態調査）

（３村のインフラ整備方策及び村民ニーズの実態調査に基づく
技術的な面での実現方法の調査・検討）

（各委員からの提案内容の整理・とりまとめ）

（中間報告に対する各委員からの意見招請）

（中間報告を受けての意見交換）

（最終報告（案）作

（最終報告書作成に向けての
　提案整理・とりまとめ）

（印刷物ドラフト案） （印刷発注）



アンケート実施のお願い 

 

 

１． はじめに 

   下記の内容のアンケートを実施するにあたり、調査研究会員である３村の委員及び参加各委員の方々に以下にご協力

のお願いを申し上げます。 

  

２． アンケートの概要 

   当該アンケートの目的は、北部３村におけるブロードバンド促進のために必要不可欠となるインフラサービス（通信

インフラサービス）への村民の現状認識及びニーズ等について把握し、本調査研究会で収集されたアンケートを参考に

技術的及び現実的事業モデルを検討するための材料として活用する。 

 

３． アンケートの実施対象 

   当該アンケートは、３村の村民に対してアンケートをお願いする。 

 

４． アンケートの実施方法 

   アンケートの実施方法は、本調査研究会委員からのヒアリング項目を提案していただき、3 村の役場を窓口として、

配布・回収を実施していただく。 

 

５． スケジュール 

   アンケートヒアリング項目の提案及び配布・回収についてのスケジュールは別紙、「スケジュール表」を参照。 

 

皆様、大変ご多忙とは存じますが、何卒ご理解、ご支援賜いますようよろしくお願い申し上げます。 
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